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（ 要 旨 ） 

  新宿区内において、みどりの保全・創出を推進するよう区議会として区に求めるよう 

お願いします。 

 

（ 理 由 ） 

  ２０２１年１１月１３日に閉会したＣＯＰ２６（国連気候変動枠組条約第２６回締約

国会議）では、気温が１．５度以上上昇すると海面が極端に上昇し、壊滅的な干ばつ、

猛烈な嵐、そして現在起こっているよりもはるかに深刻な山林火災などが引き起こされ

るとし、温暖化を産業革命前と比べて１．５度以内に抑えること、そのために各国に 

２０２２年末までに削減目標であるＮＤＣ（国が決定する貢献）を強化することを求め

る合意文書を採択しました。また、ＩＰＣＣ第６次評価報告書のうち第１作業部会報告

書にあるように、気候危機は年々深刻化しており、日本でも異常気象による大雨や洪水、

健康・生活への影響があらわれています。 

 新宿区でも令和３年８月に改定された「新宿区洪水ハザードマップ」で示されている

ように、想定量大規模降雨（総雨量６９０ｍｍ・時間最大雨量１５３ｍｍ）を対象とし

た場合、２階の軒下まで浸水する５ｍ水深の予測エリアがあります。 

 このたび、改定に向けた基本事項を取りまとめて作成された「新宿区第三次環境基本

計画（改訂版）骨子案」では、「基本目標１ ゼロカーボンシティ実現に向けた地球温

暖化対策の推進」を新たに「重点目標」として位置づけ、さらに「基本目標２ 豊かな

みどりの保全と創出」を設定しています。 

 しかしながら令和３年２月に公表された「新宿区みどりの実態調査（第９次）報告書」

では、緑被率は１７．９８％と前回調査（平成２７年度）と比べ約０．５ポイント微増

しているものの、街路樹は１１，３０２本と前回調査と比べ７０９本減少しています。 

  国土交通省においても、街路樹の植樹は「大気汚染、ヒートアイランド、地球温暖化」

対策として、排気ガスの浄化や二酸化炭素の吸収に役立つとしています。 

  区におかれましては、みどりの保全・創出に積極的に取り組んでおられますが、より

一層推進していただけるよう区議会として区に求めるようお願い申し上げます。 

 


